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1920 年（大正 9 年）以来ほぼ 5 年おきに実施されている国勢調査で，市部の人口が郡部の人口を






















































































































































































































































































































































































































































































ム ー ヴ ァ ン ス
土＝動性」のなかにおかれている。農業がこの節のメインテーマとなっていることは，上記の引
用や節のタイトルからも明白である。さらに，30 年以上の時を経て，北海道の開拓を論じた『水





















































































この点で，ベルクの北海道論が興味深いのは，こうした通態的過程を分析した第 8 章（Chapitre 



























































































































































1　 昭和 25 年の時点では，市部の人口は 31,365,523 人（約 3 千万人）に対し，郡部の人口は 52,749,051 人（約 5 千万人）で，
都市部の約 1.7 倍であった。これが次の昭和 30 年の国勢調査では，郡部 39,544,184 人（約 4 千万弱）に対し，都市
部 52,749,051 人（約 5 千万強）となり，逆に都市部人口が郡部人口の約 1.3 倍になっている。これを全人口に対す





らしの民俗学 1 都市とふるさと』，吉川弘文館，2006，森田真也，「行楽からふるさと観光へ」，184-215 頁，門田岳
久，「都市民の信心 新巡礼ブーム」，216-242 頁を参照。
3　 「国勢調査」の市部郡部別の人口推移をまとめた総務省統計局の一覧表からは，郡部の人口は総人口の増加にとも
なって微増したことがあるものの（昭和 55［1980 年］，昭和 60［1985 年］），全人口に対する割合は一貫して低下
していることがわかる。昭和 25［1950 年］から平成 17 年［2005 年］までの，郡部の総人口に対するパーセントを
少数点 1 位まで示すと（少数点第 2 位で四捨五入）62.7，43.9，36.7，32.1，27.9，24.1，23.8，23.3，22.6，21.9，
21.3，13.7 となる。さらに，2011 年 2 月に公表された平成 22 年［2010 年］に実施された最新の国勢調査の速報に
よると，ついに 10％を切り，9.3％にまで落ち込んでいる。今や国民の 10 人に 9 人以上が都市在住者である。もち










7　 初刊行は 1935 年。
8　 未邦訳，邦題は筆者の訳による。フランス語のタイトルと出典は以下の通り。Augustin Berque, La rizière et la 
banquise Colonisation et changement culturel à Hokkaïdo, 1980, Publications orientalistes de France, 1980. なお，著作
の「前書き」に明記されているように，この著作は 1977 年にパリ第 4 大学（ソルボンヌ大学）で公開審査され，執
筆者であるベルクに博士号をもたらした国家博士論文『北海道の偉大なる大地，文化地理学的研究』（Les grandes 
terres de Hokkaïdo, étude de géographie culturelle，1979 年に Publications orientalistes de France から刊行された）を
飲食がつくる風土、風土がつくる飲食　―風景と味覚の通い―（福田）348
もとにしたその一般向け著作（la version civile）である。同書，7 頁「前書き」Avertissement 参照。なお，ベルク
の最初の著作は，日本の空間の変化を論じた Le Japon, gestion de l’espace et changement social, Flammarion, 1976 であ
る。この作品にも邦訳はないが，タイトルを邦訳すれば，『日本，空間の管理と社会の変化』となり，もちろん風土
的観点はまだみられない。
9　 Augustin Berque, La rizière et la banquise Colonisation et changement culturel à Hokkaïdo, 1980, Publications orienta-





ク，三宅京子訳，『風土としての地球』，筑摩書房，1994，32-33 頁［原著：Médiance du milieu et paysage, Ruclus, 
1990］）。この間の経緯については，ベルクの風土学を日本において継承展開しようとしている木岡伸夫の『風土の
論理 地理哲学への道』の 152 頁およびその注記 174 頁にも，ベルクと和辻の風土概念との出会いについての説明
がある。ちなみに，哲学を専門とする木岡伸夫は，ベルクの目下のところ最新の著作である『風景という知 近代
のパラダイムを超えて』（世界思想社，2011，原著 Augustin Berque, La pensée paysagère, Archibooks + Sautereau 
Éditeur, 2008）の翻訳者でもある。
11　 Vivre l’espace au Japon, Presse Universitaire de France, 1982. 宮原信訳，『空間の日本文化』，筑摩書房，1985。その後，
ちくま学芸文庫に収録（1994）。ここでは，風土という見方はなく，「それぞれの社会は，その文化特有の総合秩序
によって空間を組織し，独自の空間性をもつ」（邦訳 i 頁，文庫版 3 頁）という文章からわかるように，空間性が
分析のキー概念である。
12　 Le sauvage et l’artifice – les Japonais devant la nature, Éditions Gallimard, 1986. 篠田勝英訳，『風土の日本 自然と文
化の通態』，筑摩書房，1988。その後，ちくま学芸文庫に収録（1992）。







































産されたものである」（Henri Lefebvre, La production de l’espace, Éditions Anthropos, 1974. 邦訳，アンリ・ルフェー
ヴル，斉藤日出治訳，『空間の生産』，青木書店，2000）という主張（「空間論的転回」を招いた視点の転換）の重
要性を考慮せざるをえないということもふくめ，今後の課題としたい。






17　 オギュタン・ベルク，篠田勝英訳，『風土の日本 自然と文化の通態』，ちくま学芸文庫，1988，184 頁。
18　 この論文の番号の付された各部分を便宜上「節」と呼ぶ。
19　 同書，184 頁。
20　 この段落の引用はすべて，篠田勝英訳，『風土の日本 自然と文化の通態』，ちくま学芸文庫，1988，184-185 頁より。
21　 同書，185 頁。
22　 同書，191-192 頁。





27　 Écoumène : introduction à l’étude des milieux humains, Belin, 2000. 邦訳，中山元訳，『風土学序説 文化をふたたび自
然に，自然をふたたび文化に』，筑摩書房，2002。
28　 この段落の引用はすべて，上記邦訳，165 頁。
29　 たとえば，同書，23-24 頁の説明。ところで，これは木岡伸夫の〈型〉と〈形〉に近いのではないだろうか。注 15 参照。
30　 同書，22 頁。
31　 同書，22-23 頁。






















43　 『風景という知 近代のパラダイムを超えて』，世界思想社，2011，84 頁。ちなみに，「〈近パラ〉」という，いくぶん
侮蔑的なニュアンスをふくんだ表現はベルク自身のものである。Augustin Berque, La pensée paysagère, Archibook + 
Sautereau Éditeur, 2008, p.77 に «le paradigme occidental moderne classique» が «le POMC» と略記されている。
44　 三浦展，『ファスト風土化する日本 郊外化とその病理』，洋泉社新書，2004。










49　 増成隆士，「食べることの認識論と存在論」，石毛直道監修，豊川裕之編，『講座 食の文化 第六巻 食の思想と行動』 
味の素食の文化センター発行，農山漁村文化協会発売，1999，86 頁。
50　 同書，86 頁。
51　 この段落の引用はすべて，同書 86 頁より。
52　 同書，81 頁。






2004，4 頁。原著では，Gilbert Garrier, Histoire sociale et culturelle du vin, 1996, Larousse, p.2.
































68　 Augustin Berque, La rizière et la banquise Colonisation et changement culturel à Hokkaïdo, 1980, Publications orienta-









節 具体性と存在の封土＝動性［ムーヴァンス］と風物身体（corps médial）」，167-176 頁を参照。
74　 オギュスタン・ベルク，中山元訳，『風土学序説 文化をふたたび自然に，自然をふたたび文化に』，筑摩書房，
2002，298 頁。
75　 オギュスタン・ベルク，篠田英勝訳，『風土の日本 自然と文化の通態』，ちくま学芸文庫，1992，210 頁。
76　 ベルクは多くの著書で，フランス語の sens［サンス］という語の多義性に依拠しつつ，これをおもに「意味・感覚・
方向」を示すものとして使用している。たとえば，ベルク，三宅京子訳，『風土としての地球』，筑摩書房，27 頁，
30 頁と 188 頁の訳註 1。あるいは，ベルク，中山元訳，『風土学序説』，筑摩書房，2002，「第五章 意味＝おもむき」，
205-258 頁。
77　 Augustin Berque, La rizière et la banquise Colonisation et changement culturel à Hokkaïdo, 1980, Publications orienta-
listes de France, 1980, pp.157-174.
78　 Ibid., pp.187-190.




















86　 同書，329 頁の注（429）によると，「1998 年 10 月に，専修大学の美唄校で風土性の講義を行うよう，招待」され
たおりに，「ついにメルロ=ポンティの『知覚の現象学』を読もうと，この書物だけを持参したのだった」とある。
















100　 オギュスタン・ベルク，三宅京子訳，『風土としての地球』，筑摩書房，1994，「第 2 章 川の職業，あるいは通態化」
43-57 頁には，飲食行為を即物的な代謝と捉え，飲食より隠喩的投影を重要視する見方がうかがえる。
101　 同書，198 頁。
102　 これはなにも日本に限ったことではない。フランスの第三共和政時代（1870-1940）に始まる地方振興策は，今
では手垢がついた観さえあるテロワール terroir の産物という形で地域の農業産品を観光の目玉として売り出し
つづけている。テロワールとは，「郷土」とか「農地」の意味のフランス語であるが，20 世紀中葉あたりから盛
んに用いられるようになった。現代的な意味のテロワールとは，「この作物はテロワールの味がする」というよう
に，土地の味の比喩として（土地の味を示す隠喩であると同時に土地から取れるという意味で換喩でもある二重
の比喩として）用いられる。これをわたし（筆者）はかねてより，土地の自然条件を重視している点で「土地柄性」
と訳している。和辻の「風土」がしばしば自然環境であると誤解されているように，本来，人間の労働と土地の
作用とによって通態的にできあがったぶどう畑の産物であるワインは「風土性」をもつが，通常いわれるテロワー
ルではその面が忘れられ，あるいはそうした文化的な側面が自然化され（ワイン畑の開拓と維持に働く通態とは
逆方向の通態化），土地の味として理解される。そして，こうした意味でテロワールを代表するものが，フランス
をはじめとしたヨーロッパにおけるワインなのである。わたしが最後に食べ物とともに，ワインをもち出したの
には，こうした背景があったことを最後に記しておきたいと思う。
